the Jumping Frog Story ケンキュウ 2 : Mark Twain ノ セカイ by 岸上 眞子 & Mamiko Kishigami
135淑徳大学研究紀要（総合福祉学部・コミュニティ政策学部）　45　135−155,   2011




ジョンが誕生した。Mark Twain 自身この作品発表後１ヶ月も経たない同年12月16日に， “e 




“Jim Smiley and His Jumping Frog”
“e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County”
“e Notorious Jumping Frog of Calaveras County”
“Jim Smiley and His Jumping Frog”は，University of California Pressから刊行されているe 
Works of Mark Twain シリーズの１つEarly Tales and Sketches Vol. 2（1864-1865）から，２番目
の“e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County”は，Californian誌に発表された作品を
入手できなかった為，1867年に出版されたe Celebrated Jumping Frog of Calaveras County, And 
other Sketchesそのものがリプリントされたe Oxford Mark Twainシリーズに収容されている
“e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County”を， ３番目の“e Notorious Jumping Frog 
of Calaveras County”は，２番目と同様に作者が出版した作品そのものがリプリントされた
e Oxford Mark Twainシリーズのものを textとして使用する。
⑴
the Jumping Frog Story 研究 （Ⅱ）







ンから作品の題名（“Jim Smiley and His Jumping Frog”）を“e Celebrated Jumping Frog of 
Calaveras County”へと変えている。10年後の1875年に出版したMark Twain’s Sketches, New and 
Old に収めた“e Jumping Frog in English, en in French, en Clawed Back into a Civilized 
Language Once More by Patient, Unremunerated Toil”と題す作品の中で，“Celebrated” のみ 
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ために筆を取ったというのが通説である（３）。この手紙による申し出の趣旨とは一致しない
ものの，Artemus Ward当人にMark Twainが手紙で答える形をとる冒頭となっているのが “Jim 
Smiley and His Jumping Frog” （以下 “Jim Smiley”版と略）である。
MR. A. WARD,
　DEAR SIR: ―Well, I called on good-natured, garrulous old Simon Wheeler, and I inquired 
after your friend Leonidas W. Smiley, as you requested me to do, and I hereunto append the 
result. If you can get any information out of it you are cordially welcome to it. （４） 
このように Ward宛の手紙とするのは，下書きとされる“e Only Reliable Account of the 
Celebrated Jumping Frog” （以下 “e Only Reliable Account”版と略）を踏襲したものである（５）。
　この冒頭部は，1867年版“e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County”（以下 “e 
Celebrated” 版と略）で，次のように書き直された。
IN compliance with the request of a friend of mine, who wrote me from the East, I called on 
good-natured, garrulous old Simon Wheeler, and inquired after my ¡end’s friend, Leonidas W. 
Smiley, as requested to do, and I hereunto append the result.（６）
“e Only Reliable Account”版では作品導入部においてのみ手紙の形を使ったが，“Jim 
Smiley” 版 で は 手 紙 の 形 に 拘 り， 最 後 ま で 手 紙 の 形 式 に 従 い，“ Yours, Truly, MARK 





　“Jim Smiley”版の中で “I” として登場するのは作者本人（Mark Twain）であり，“you” は
Ward であることに間違いない。それに対して，“e Celebrated” 版では，固有名詞を完全に
消し，依頼主を“a friend of mine”へと変えた。具体的に誰なのかについて触れていないものの，








描くことは，Mark Twain作品の大きな特徴の１つであり，“e Celebrated” 版において，こ
の東部と西部の対立関係を明確にしたといえる。









　引用（４）にあるように，“Jim Smiley”版の手紙文最初の単語は “Well” であり，Ward が
その場にいるような出だしであるが，最初の文において，主語を全て “I” とし，同じパター








　Ward のMark Twainへの依頼内容は，「Simon Wheeler の元へ行って，Wardの友人である





け取ることが可能である。これに続く “If you can get any information out of it you are cordially 









　なお“e Celebrated” 版と1875年刊行の“e Notorious Jumping Frog of Calaveras County”





引用（９）は“Jim Smiley”版であるが，引用（10）の“e Celebrated” 版との違いを挙げ
ていくこととする。
I have a lurking suspicion that your Leonidas W. Smiley is a myth―that you never knew such a 
personage, and that you only conjectured that if I asked old Wheeler about him it would remind 
him of his infamous Jim Smiley, and he would go to work and bore me nearly to death with some 
infernal reminiscence of him as long and tedious as it should be useless to me. If that was your 
design, Mr. Ward, it will gratify you to know that it succeeded. （９）
I have a lurking suspicion that Leonidas W. Smiley is a myth; that my friend never knew such a 
personage; and that he only conjectured that, if I asked old Wheeler about him, it would remind 
him of his infamous Jim Smiley, and he would go to work and bore me nearly to death with some 
infernal reminiscence of him as long and tedious as it should be useless to me. If that was the 
design, it certainly succeeded. （10）
この２つの引用の違いは11箇所に及ぶ。先ず，２人称の代名詞の削除関連のところ（５箇
所）及びWardへの呼びかけ削除（１箇所），punctuationの変更（dash → semicolon １箇所，
comma → semicolon １箇所，comma追加２箇所），固有名詞のイタリック体への変更（１箇所）
を認めることが出来る。この部分の変更は，手紙形を止めたことから来るもの以外は，読
者にとって分かりやすい文章にする為になされている。この節の結びとなる“it will gratify 
you to know that it succeeded” は，“it certainly succeeded” へと書き改められているが，“it will 
gratify you” の表現から“I” の感情を読み取ることが可能であり，皮肉や非難とも解釈でき
るので，淡々とした語りをルールとする以上，この部分を削除し短縮するに至ったといえる。






















“the little old dilapidated tavern in the ancient mining camp of Boomerang”（“Jim Smiley”版）（11）
“the old, dilapidated tavern in the ancient mining camp of Angel’s”（“e Celebrated” 版）（12）














の“Jim Smiley”版を発表する約１年前から３ヶ月半程滞在している （14） 。繰り返しとなるが，














まう。この部分の“Jim Smiley”版 と“e Celebrated” 版の違いは８箇所あり，punctuation
の変更が４箇所（dash → comma １箇所，dash → semicolon １箇所，comma追加２箇所），単
語削除１箇所，単語加筆１箇所（その後“e Notorious”版で削除），イタリック体に変更
１箇所，単語分断１箇所（“anything” → “any thing”としたが，“e Notorious”版で戻す）
を認められる。変更の主旨は，他の節と同様に文章を分かりやすくする為であるが，音読し
た場合や見た目も意識しているといえる。
　このSimon Wheelerの語りを始めるにあたっての態度と語り口は，Mark Twain にとっ
て理想的なものとして描きこまれている。表情一つ変えず，声音も同じで，“the slightest 
suspicion of enthusiasm” （15） を吐露することなく，“the monotonous narrative” （16） に徹している。
それにも拘らず “there ran a vein of impressive earnestness and sincerity “ （17）となっている。こ
こではこのようなSimon Wheeler（=“he”）が，畳み掛けるように７連続で主語となり，そ
の間“I”は３回（“e Celebrated” 版では４回）目的格“me”となって受身に回り，如何
に一方的であるか，巧に表現されている。彼は story teller としてMark Twainにとっての理想
の具現化であるので，完璧に役割を果たすように運ばれている。“anything ridiculous or funny 






To me, the spectacle of a man drifting serenely along through such a queer yarn without ever 
smiling was exquisitely absurd. As I said before, I asked him to tell me what he knew of Rev. 
Leonidas W. Smiley, and he replied as follows. （20）
I let him go on in his own way, and never interrupted him once: （21）








回（“e Celebrated” 版では４回）続けた後に“To me”を文頭に持ってきた中に，強い感
情を伝えようとの意図が見える。しかし，この段階で極めつけとなりうる強い思いを語り
手“I”が表す必要性より，前述と同様の意図を先行させ，語り手“I”の感情表出を抑える
為に，またSimon Wheelerの話がどのようなものか，“a queer yarn”であるかどうかは，読
み手や聞き手が話を聞いてから決めることであり，前提として必要ないとの判断から“e 
Notorious”版では引用（20）を消したといえる。予め括って先入観を与えるのは得策では
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⑼
いものに変えている。（v）文章表現上の推敲も続けられ，punctuationへの目配せが目立って
いる。ただし “e Celebrated” 版で手を入れたものの“e Notorious”版で“Jim Smiley”版
に戻す場合も少なくない。（vi）変更の主要な目的は，文章を分かりやすくする為といえるが，
同時に，Simon Wheelerの語りの部分と対象的にすることも目指している。つまり，frame 





　第１節目から３節に亘る冒頭部は frame narrator（つまり書き手であり，語り手でもある I，
Mark Twain 自身）が進行役であるが，第４節目から作品最後近くまで，語り手は専らSimon 





が Iとなって作品最後近くまで話を続ける。“e Celebrated” 版では次行のdashを削り，代
わりに１行空けてから，同じように語り手を変えて進めている。“e Notorious”版に
なって colon ではなくperiodで終え，１行も空けることなく，段落は変えたもののdouble 
quotation marksを使い，そこからSimon Wheelerの語りを始めている。引用（22）及び（23）





I let him go on in his own way, and never interrupted him once:   
          　　　　　　　　　　　　   ―――――――――




I let him go on in his own way, and never interrupted him once:   
 
　There was a feller here once by the name of Jim Smiley, in the winter of ’49. . . . （“The 
Celebrated” 版） （23）
I let him go on in his own way, and never interrupted him once.   
　“Rev. Leonidas W.   H’m, Reverend Le ― well, there was a feller here once by the name of Jim 
Smiley, in the winter of ’49. . . .（ “e Notorious”版）（24）
　Simon Wheeler が語り手となった第４節から第７節までは１つ１つの節が長いのに対し
て，第８節から最後までの節は短い。第７節から jumping frog のストーリーとなり，次の第










は聞き手 （you） であった frame narratorの思いを濾過した手紙を受け取ることになる。し
かしながら濾過度は低い。つまり聞いたままを知らせる展開となっている。他方，“e 
Celebrated” 版& “e Notorious”版は，形としては frame narratorが聞き手（you）である
が，２人称は必ずしも聞き手への呼びかけとはなっていない。とはいうものの，語り手が変
わった第４節では１人称を連続して使った後，意識的にyouを数多く使い，聞き手に回った





きよう。つまり，蛙を初登場の Jim Smiley に置き換えれば理解可能である。
　Jim Smileyを表す３人称は，第４章では最も多く32回あり，１行約45字の“e Celebrated” 
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版では，節の最初と最後を除いて，ほぼどの行にも認められる（25）。また，同“e 
Celebrated” 版で第４節は９つの sentenceで構成されているが，７つの sentenceで semicolon や
dash を使い，文を切らずに，つまりperiodを使わずに繋げている。 semicolon ５回，同上３
人称８回，２人称３回使用の11行に亘る sentenceもあるが，このように３人称を繰り返し，












　例えば第４節における“Jim Smiley”版と“e Celebrated” 版の違いは40箇所認められ，
“e Celebrated” 版と“e Notorious”版間では24箇所となっている。最も手が入っている
のはpunctuation である。“e Celebrated” 版で commaを11箇所加筆（そのうち６箇所“e 
Notorious”版で削除）し，“e Celebrated” 版と“e Notorious”版で其々 comma ２箇所を
減らしている。またdash ５つを“e Celebrated” 版でperiod 1，comma 2，semicolon 2へと





maybe → may be　　anyway  → any way 　　some how → somehow   
anything → any thing → anything　　anything → any thing   
anybody → any body → anybody 　　any wheres → anywheres（26）





“Jim Smiley”版と“e Celebrated” 版が同じ場合は等号（＝）を使ってあらわすと，以下の
ようになる。apostropheによって意味理解の助けにもなり，実際の音に近づけることにもなっ
ている。
wasn’t ＝wasn’t → warn’t　　reglar → reg’lar　　solitry＝ solitry → solit’ry, 




ということである。ここから frame narratorとは違った語り口で，Simon Wheelerの世界を前
面に出していくことになる。第４節以降上述のように変更が増えているが，その目的は，こ
の語りの独自性をより一層効果的に出す為であり，一貫性を持たせる為の推敲であったとい
える。草稿の段階から frame narrator が語る時は俗語や口語を使用せず，たとえ frame narrator
の言葉が話し言葉である時も同様で，Simon Wheelerの話す部分になってはじめて俗語や口















　第５節は版による違いは少ない。“Jim Smiley”版から“e Celebrated” 版になって，１箇










→ he come， he saw → he see， He gave → He give （29））も強化している。特に“he come”とい
う表現の統一化を図っている。この節から目立つのは，二重否定を肯定ではなく，否定の強
調としている表現であり，例えば“a dog that hadn’t no hind legs” （30） は「後ろ足が（全く／
１本も）ない犬」との意とし，頻繁に使っている。
　第６節は，語り手が１人称で自分自身の思いを語って終わっている。悲惨な最後であった
bull pupを称え，惜しむ弁を加えた意図は何だろうか。Simon Wheelerは“had an expression 
of winning gentleness and simplicity upon his tranquil countenance”（31）と表現されているが，こ
の“tranquil countenance” こそ，語り手の絶対条件である。それを敢えて破る意味は何処にあっ
たのだろうか。“It always makes me〔Simon Wheeler〕feel sorry” （32）という発言はあるものの， 
Smiley の落ち度で死なせてしまったbull pupへの惜別の気持ちをセンチメンタルに表すこと
に作者の狙いはない。また脱線でもない。次の節を考えた上での展開といえる。“he〔a bull 










educate → edercate → educate　　ketching → catching→ketching   
kept＝kept→kep’　　ben→been　　again＝again→ag’in    







手Simon Wheelerの見た成果を表し，またSmileyにとって“monstrous proud of his frog”（35）








言ったかについて表され，会話部分はdouble quotation marksで囲まれ，その前或は後に，a 
stranger （２度目から the feller）あるいはSmiley “says”と必ず記されている。つまり，この２
人の言動が，音の響きとしても，視覚的にも，分りやすく明示されている。このよそ者に対
するSmileyの第一声は“Smiley says, sorter indi¯erent like”（38）となるが，“indi¯erent”は，跳
び蛙の様子にも共通し，“as indi¯erent as if he〔a jumping frog〕hadn’t no idea he’d been doin’ 
any more’n any frog might do”（39）と表している。両者通じるものがある口調であり，態度で




　よそ者に対して箱の中身をSmileyが“it’s only just a frog”（41）と説明したところ，“what’s he 
goof for?”（42）との問いがかえってきたので，“he can outjump ary frog in Calaveras county”（43）との
自慢が可能となる。彼の答えるときの態度は“easy and careless”（44）であり，基本は“indi¯erent”
を装っている。これに対してよそ者を形容する語は“deliberate”である。蛙について




に立つ？」という視点，更に経験の有無（innocence or sophisticated）こそ，Mark Twainの世
































　第18節から，frame narrator が再登場し，語り手に復帰する。Simon Wheeler が呼ばれて席
を外さざるを得なくなったゆえである。従って，“Just set where you are, stranger, and rest easy 
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⒃
— I an’t going to be a second”（49）とのSimonの言葉はdouble quotation marks に囲まれている。






“Oh! hang Smiley and his afflicted cow!” I muttered, good-naturedly, and bidding the old 
gentleman good-day, I departed.（50）
以上は“e Celebrated” 版からの引用である。“Jim Smiley”版では “O, curse Smiley” （51）で
始まり，続きは同じであるが，最後に“Yours, truly, Mark Twain.”（52）で終わっている。しか
しながら，“e Notorious”版になって，引用（50）を全面的に削除し，新たな節を設け，
次のように書きかえている。
  However, lacking both time and inclination, I did not wait to hear about the a±icted cow, but 
took my leave.（53）




のである。叫んでいないのである。“curse” よりは“hang”の方がgenteel tradition 対策とな
るが，この程度の変更では frame narratorの感情は手に取るようにわかってしまう。引用（50）




おける frame narratorによる“the enterprising vagabond Jim” （54）という判断や決めつけ，及び“by 
your leave”（55）に含まれる不快感や皮肉は残されたが，“e Notorious”版になって，“tranquil 
countenance”は保たれたのである。
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うにしている。ここでは frame narrator，Simon Wheeler，Smiley，及びよそ者が対象となるが，
誰を対象として語っているかによって変わることもあり，会話をするところのみならず，語
りの部分でも違いが認められる。
　Hannibal にあるMark Twainの家を作者ではなくTom Sawyerの家として，洞窟もTom 
Sawyerが関わった場所としてみる傾向が極めて強い。敢えて錯覚の世界を享受している。
the Jumping Frog Storyの場合は，跳び蛙が強烈な存在として現在も生きている。この作品を
読まなくともMark Twain の jumping frog を知らないアメリカ人は少ないだろう。Calaveras 
Countyでは毎年蛙跳ばし競争があり，全米のみならず，日本でもその様子が報道されるこ
ともある。CalaverasのAngel’s Campの町は蛙で溢れているが，ビジターセンターでようやく
見つけたMark Twainの作品は，表紙にCentennial Edition と付記されたe Celebrated Jumping 
Frog of Calaveras County（56）というタイトルの冊子であった。しかし，この薄い冊子の中身は
“e Notorious”版であり，表紙の作品名と一致しない。そのPublisher’s Note（57）には，“is 






は“By Samuel L. Clemens”（59）であって，Mark Twainではない。Mark Twainという作家名は，
Publisher’s Noteの第１行目になって，double quotation marksで囲まれて記されている。ここ
でdouble quotation marksを挿入したのは，「所謂」とか「他ならぬ」とかの意で，強調し注
目させる為であろうか。あるいはオリジナリティが疑わしいゆえ，揶揄しているのだろうか。














（１）拙論「the Jumping Frog Story研究――Mark Twainの世界」（淑徳大学総合福祉学部研究紀要第43
号 , 2009）,  p. 111参照．
（２）その一例として以下の書が挙げられる．“e Notorious Jumping Frog Story of Calaveras County” 
e Complete Short Stories of Mark Twain （New York: Doubleday, 1957）Edited by Chales Neider. 
（３）拙論「the Jumping Frog Story研究――Mark Twainの世界」, p.112 参照．
（４）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” Early Tales and Sketches. Vol. 2（1864-1865）. Edited 
by Edgar M. Branch and Robert H. Hirst. Berkeley and Los Angeles: University of California Press, 1981.
p.282.
（５）拙論「the Jumping Frog Story研究――Mark Twainの世界」, pp.112-113参照．
（６）Twain, Mark. “The Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” The Celebrated Jumping Frog of 
Calaveras County, And other Sketches. Edited by John Paul. New York: Charles Henry Webb, 1867. Reprinted 
in e Oxford Mark Twain. Ed by Shelly F. Fishkin. New York: Oxford University Press, 1996. p. 7.
（７）Twain, Mark. “How to Tell a Sotry.” How to Tell a Story and Other Essays. New York: Harper & Brothers 
Publishers, 1897. Reprinted in e Oxford Mark Twain. Ed by Shelly Fisher Fishkin. New York: Oxford 
University Press, 1996. p. 4 参照 .
（８）拙論「the Jumping Frog Story研究――Mark Twainの世界」, p.120参照． 
（９）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.282.
（10）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” pp.7-8.
（11）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.282.
the Jumping Frog Story 研究（Ⅱ）―― Mark Twainの世界 153
⒆
（12）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.8.
（13）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.13. Twain, Mark. “e ‘Jumping 
Frog.’ In English. en in French.en Clawed Back Into A Civilized Language Once More By Patient, 
Unremunerated Toil.” p.32.
（14）拙論「the Jumping Frog Story研究――Mark Twainの世界」, p.112参照 . 








（23）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.9.
（24）Twain, Mark. “e ‘Jumping Frog.’ In English. en in French.en Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”p.30.
（25）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” pp.9-11.
（26）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” pp.283-284.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” pp.9-11.
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”pp.30-31.
（27）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” pp.283-284.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” pp.9-11.
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”p.31.
（28）拙論「the Jumping Frog Story研究――Mark Twainの世界」, p.121参照 . 
（29）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.285.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.13.
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.” p.32.
（30）Loc. cit.
（31）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” P.282.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.8
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”p.30.
（32）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.285.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.13.
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”p.32.
（33）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County”. p.13. 
　Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog’. In English. Then in French. Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.” p.32.
（34）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” pp.285-287.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” pp.14-17.
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”pp.32-34.
（35）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.286.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.15.
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
淑徳大学研究紀要　第45号（総合福祉学部・コミュニティ政策学部）154
⒇
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”p.33.
（36）Loc. cit.
（37）Loc. cit.
（38）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.15. Twain, Mark. 
　“e ‘Jumping Frog.’ In English. en in French.en Clawed Back Into A Civilized Language Once 
More By Patient, Unremunerated Toil.” p.33.
（39）Loc. cit.
（40）Loc. cit.
（41）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.286.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.16.
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”p.33.
（42）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.286.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.16.
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”p.34.
（43）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.16.
（44）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.286. 
　Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.16. 
　Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.” p.34.
（45）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.16. 
　Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French. Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.” p.34. 
（46）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.287.
Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” p.17.
Twain, Mark. “The ‘Jumping Frog.’ In English. Then in French.Then Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.”p.34.
（47）Loc. cit.
（48）Loc. cit.
（49）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.” pp.18-19.
（50）Ibid., p. 19.
（51）Twain, Mark. “Jim Smiley and His Jumping Frog.” p.288.
（52）Loc. cit.
（53）Twain, Mark. “e ‘Jumping Frog.’ In English. en in French.en Clawed Back Into A Civilized 
Language Once More By Patient, Unremunerated Toil.” p.35.
（54）Twain, Mark. “e Celebrated Jumping Frog of Calaveras County.”  p.19.
（55）Loc. cit.




the Jumping Frog Story 研究（Ⅱ）―― Mark Twainの世界 155
（21）
A Study of the Jumping Frog Story（Ⅱ）
―― Mark Twain World
Mamiko KISHIGAMI　
 Mark Twain’s “Jim Smiley and Jumping Frog” brought him quick literary success and fame 
throughout the United State. It was reprinted or pirated in newspapers and periodicals not only in the 
United States but also in Europe. This story was subsequently revised and published under a number 
of different titles.
“The Celebrated Jumping Frog of Calaveras County”
“The Notorious Jumping Frog of Calaveras County”
“The Jumping Frog in English, Then in French, Then Clawed Back into a Civilized Language 
　　Once More by Patient, Unremunerated Toil”
“The Private History of the Jumping Frog’ Story” 
Collectively, these are usually referred to as the Jumping Frog Story.
 Here, “Jim Smiley and Jumping Frog”, “The Celebrated Jumping Frog of Calaveras County” and 
“The Notorious Jumping Frog of Calaveras County” are analyzed and compared one another. 
